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ここに、  
As：砂杭断面積  
A：砂杭一本が分担する面積（分担面積） 
， 1， 2：砂杭間隔 

 

 
図4-6-12 サンドコンパクションパイル工法の砂杭配置 

 
砂杭断面積は、陸上工事では砂杭径が標準 70cm、海上工事の粘性土改良では標準 160cm 又は

200cm、海上工事の砂質土改良では 80～120cm相当とすることが多い。 
 

（2） 砂質土に対する性能照査法 

サンドコンパクションパイル工法での砂質土に対する性能照査法の基本的な考え方は、1＋e0の

体積の地盤に、Δeに相当する砂を振動圧入することで改良することである（図 4-6-13）。したがっ
て、置換率 asは式 4-6-10となる。  

 ………………………………………………………（式 4-6-10） 
ここで、  

e0：原地盤の間隙比  
e1：改良後の地盤の間隙比 

 

 
図4-6-13 原地盤と改良後の比較 

 
砂質地盤に対するサンドコンパクションパイル工法の改良効果は標準貫入試権値（N値）で示す
ことが多い。改良後のN値は改良前の原地盤Ｎ値（N0）と置換率 asに主に支配されるが、その他、
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方法Ｃ

１.細粒分含有率 Fc（％）より emax，emin を下式より

求める。

２.原地盤 N値 Noおよび拘束圧σv′（kＮ/ｍ2）から

相対密度 Droおよび eoを求める。

３.細粒分含有率による増加 N値に対する低減率

βを求める。

４.低減率βを考慮して，細粒分がないと仮定した

みかけの N値 N1′を求める。この N1′に対応する

間隙比を e1 として求める。

５.次式により置換率 as を求める。

β＝1.05－0.51・logFc

N
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＋（N
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0
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方法Ｄ

１.細粒分含有率 Fc（％）より emax，emin を下式より

求める。

２.原地盤 N値 N0 と拘束圧σv′（kＮ/ｍ2）および細

粒分による補正Ｎ値増分ΔNf から相対密度 Dr0 お

よび e0 を求める。
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３. 細粒分含有率による増加 N値に対する有効締

固め係数 Rc を求める。

４.改良後の目標 N値 N1 と拘束圧σ′v（kＮ/㎡）お

よびΔNf から相対密度 Dr1 および e1 を求める。

５.有効締固め係数を考慮して置換率 as を求める。

Rc＝1.05－0.46・logFc
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圧入率：Fv＝0.07～0.20

プロットの指数回帰曲線
κ=5・10-0.01Fcでの近似線
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τ＝（γｍｚ＋Δσz）tanφcos2θ

τ＝（１－as） （γｍｚ＋Δσz）μsastanφs cos2θco＋kz＋ ＋
μcΔσzc

pU（ ）
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τ＝（１－as）c＋（γｍｚ＋σz）tanφs cos2θ
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図 4-6-46 薬液注入工法の改良仕様決定の流れ 
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